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「自分の未来を切り拓け！」

本日令和３年度の修了式を迎えました。今年度の生徒一人一人の活躍は、目を見張るほどの活躍でした。

１ 授業での真剣な態度、そして、話し合い活動を通した学習内容への深められること。

２ 部活動に向けて熱心に向き合い、自分の体力や技能の向上や、仲間との団結力を高めること。

３ 社会生活でも通用する基本的な礼儀の徹底をしていくこと。

上記に示した「積み重ね」が、将来の自分を創っていくことを生徒の皆さんには伝えてきました。

東北中学校の子どもたちが大きく成長するために、保護者の皆様や地域の方々からのたくさんのご理解と

ご協力をいただけたこと感謝申し上げます。ありがとうございました。来年度もますます充実した活動が

できるよう教職員一同努めて参ります。下記は、修了式の式辞で生徒の皆さんに伝えた内容です。

下記は、昨年度と今年度の春のセンバツ高校野球で選手宣誓をした二人のキャプテ

ンの言葉です。この文章の中には、皆さんがこれから何を頑張って、何を大切にし

ていくかのヒントが隠されています。

１つ目は、倉敷工業高校の福島君が最初に言った言葉、「夢と志が人生をつくる」

です。夢はわかりますが「志」という言葉があります。志とは、夢から一歩進んで

「実践していく」意味が含まれています。

２つ目は、二人の文章の中で共通の思いがあります。それは何でしょう。それは

「感謝」です。感謝の気持ちがなければ、自分の夢を実現していくことは困難にな

ります。周囲の人たちの支えがなければ、今の部活動や学習もままならなくなるで

しょう。いつも周囲に対する「感謝の気持ち」は必要で、言葉や態度で表していく

ことが大切であると思います。この２つの文章を、家に帰ってじっくりと読んで、

これからの「自分の未来を切り拓く」ために生かしてほしいと思います。（抜粋）

令和３年度修了式 充実した１年間でした


